
マ

.. 

ポ
ウ
マ
ル
坊
丸

石
川
郡
中
村
郷
に
鴎
す
る
郎

W

柄。

ζ

の
村
領
の

mの
中
に
二
米
四
方
鮮
の
石
で
、

而
に
手
の
跡
の
如
き
鑑
み
の
あ
る
も
の
が
あ
り
、
そ

れ
を
手
跡
右
と
い
ふ
。

秘
技
町
と
都
し
、
後
ま
た
松
本
町
に
改
め
た
。

ホ
ウ
J
ウ
グ
ン
キ

奉
納
軍
記
原
名
は
浅
井
戦

例
目
的
で
あ
る
が
、
小
校
多
太
神
祉
に
脱
す
る
か
ら

務
納
沼
犯
と
も
い
ひ
、
臨
長
五
年
九
月
十
抗
日
前
凶

利
長
の
同
引
上
十
左
衛
政
稔
、
丹
羽
長
訟
の
巨
丹
羽

久
太
郎
前
長
、
山
口
宗
永
の
毘
山
口
助
左
衛
門
定
利

関すが
、
小
松
に
相
曾
し
、
大
型
一
寺

・
浅
井
畷
二
役
に

山
聞
し
て
見
聞
す
る
所
を
犯
し
た
も
の
で
あ
る
と
似
へ

る
。
し
か
し
、
九
月
十
五
日
は
前
凶

・
丹
羽
二
氏
の

総
和
が
ま
だ
成
立
し
な
い
前
だ
か
ら
、
さ
う
し
た

m

e

の
あ
る
べ
き
型
耐
が
な
〈
、
内
容
b
k
見
て
も
こ
の
跡

枇
の
演
説
が
、
自
家
宣
併
の
銘
に
俗
概
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
思
は
れ
る
。

ホ
ウ
ノ
ウ
ソ
ノ
サ
ン
シ
ユ
ウ

悉
納
其
三
築

一

加
。
金
保
の
例
入
例
市
民
総
。
天
明
入
年
京
郊
同
国
太
兵

衛
版
。
序
は
文
取
伏
水
組
公
安
。
器
開
に
京
都
双
林

寺
也
筏
滋
の
来
阪
や
-
但
し
、
政相刑
・可
郁
恩
・関
山
容

が
川
附
挺
と
唱
和
し
た
附
A

引
を
総
せ
、
附
斑
の
限
栢
し

た
芭
烈
堂
へ
諸
凶
制
人
か
ら
奉
納
し
た
句
ど
も
を
鎮

め
た
も
の
で
あ
る
。
か
う
し
た
共
何
集
は
、
年
三
巴

終
泣
か
ら
刊
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
賀
政
四
年

の
恕
納
民
口
集
も
縫
っ
て
ゐ
る
。

ボ
ウ
ノ
チ
ヤ
マ

塑
一
野
知
山

風
荒
川
附
昼
間
畑
出
釈

の
市
に
在
る
山
。
高
さ
二
抗
玄
米
。
地
筑
第
三
紀
目
町
、

そ
の
東
抽
出
は
蹄
石
安
山
岩
で
あ
る
。

ボ
ウ
パ
h
F
ケ

棒

畑

鳳
京
都
抽
出
凹
の
内
の
小
手
。

ホ
ウ
プ
ツ

法
偽

石
川
郡
{
呂
保
の
内
の
小
字
。

ポ
ウ
マ
ル
坊
丸

能
祭
郡
厳
秘
郷
に
臨
す
る
部

古
川
。

ホ
4ウ

ホ
ウ
ラ
イ
ナ
ニ
チ
カ

賓
楽
園
近

永
臓
の
頃
七

尾
の
城
全
白
山
氏
に
仕
へ

、
明
珍
伝
家
の
刊
に
入
っ

て
鋭
餓
桁

mT，ひ
、
多
く
兜

・
一
間
耐
閉
そ
作
。
、
紛
ら
万

創
を
鍛
へ
て
、従
来
平

HM
附
近
V
A
は
伐
採
と
銘
じ
た
。

町
，
口
山
王
位
に
刊
紙
す
る
話
女
の
鈴
に
、
『務
山
王
引

一一
位
御
鈴
現
時
抜
出
J
2
守
附
近
作
。

鮮
(
祈
カ
〉
同
日
口
千

口
永
久
延
命
豆
、
木
正
十
三
年
班
且
昔
日
。
』
と
あ
る
も

の
、
亦
n
E
で
あ
ら
号
。
能
積
総
に
は
凶
近
の
子
孫
が

羽
咋
獅
子
仰
に
日
た
こ
と
を
服
せ
る
。
叉
別
に
文
三

郎
附
近
と
い
ふ
も
の
が
あ
り
、
平
九
恥
附
近
の
円
聞
か
と

思
は
れ
る
が
明
ら
か
で
な
い
。

ホ
ウ
ラ
イ
ザ
ン

鳳
来
山

臥
奈
川
相
輪
ぬ
の
う
ち

鳳
来
町
の
阪
北
に
在
る
圧
腿
で
、
安
政
六
年
小
抽
出
和

兵
衛
に
よ
っ
て
聞
か
れ
、
今
は
遊
間
川
地
と
な
っ
て
ゐ

ポ
ウ
マ
ル
二
ン
ジ
ン

坊
丸
胡
翠
萄
石
川
郡
坊

丸
に
荏
ず
る
削
附
純
一
仙
を
名
物
と
し
た
こ
と
は
、
加
到

古
跡
符
に
見
え
る
。

ホ
ウ
マ
ン
ジ

法
滞
寺

凶
十
世
山
市
穴
水
の
川
向
に

在
っ
て
、
認
宗
東
一
政
に
図
ず
る
。

ホ
ウ
ユ
ウ
ジ

法
融
寺

珠
洲
郡
小
木
に
在
っ
て
、

民
宗
東
波
に
邸
す
る
。
寺
記
に
、
永
徹
二
年
開
器
開
出

羽也
、
小
木
桜
川
に
遊
説
そ
建
て
込
桜
川
滋
お
と
い
う

た
が
、
後
に
法
融
寺
と
改
め
た
。
州
世
話
は
問
団
如
の
子

純
一
得
の
子
で
、
制
が
な
か
っ
た
か
ら
兄
光
敬
寺
倣
削

の
子
正
附
を
養
う
て
後
そ
裂
が
し
め
た
と
す
る
が
、

大
谷
一
統
系
阿
に
恕
時
刊
の
子
州
国
闘
に
詰
る
も
の
は
見

え
ぬ
。
諸
家
ハ
訂
版
系
側
に
は
、
河
出
制
弘
開
寺
九
代

明
遜
の
子
同
目
的
(m目
安
五
年
得
度
〉
特
以
て
、
法
融
寺

の
附
刑
制
と
し
て
ゐ
る
。
能
稜
名
跡
志
に
、
『
法
融
寺
と

い
う
て
一
向
の
大
寺
あ
り
。
此
寺
昔
は
民
凶
と
い
う

て
、
制
の

mM剛
の
附
山
に
在
り
し
也
。
此
胤
に
古
殿

あ
り
。
門
誌
は
此
寺
の
鰭
あ
っ
て
死
せ
し
が
、
午
と
な

り
し
者
の
塚
な
り
。
』
と
記
す
る
。

ホ
ウ
ラ
イ
ナ
ガ
チ
カ

賀
来
示
近

隣
原
氏
で
、

民
部
と
桝
し
、筑
波
川
間
近
の
肢
で
、
間
工
で
あ
っ
た
。

ホ
ウ
リ
ュ
ウ

盟

隆

4
キ
ネ
Y
ホ
ウ
リ
ュ
ウ

幾
年
問
陥
。

ホ
ウ
リ
ュ
ウ
サ
ン

安
立
山

以甲山山
・珠
洲
二
部
の

境
上
に
卸
ち
、
.Mさ
凶
六
九
米
。
附
近
は
一
都
に
第

三
紀
脳
で
政
は
れ
る
が
、
そ
の
山宕
縦
は
石
英
稲
荷
岩

で
あ
る
。
一
に
法
立
山
と
も
お
き
、
以
来
却
で
は
黒

降
と
も
一
品
う
て
ゐ
る
。
能
穀
名
跡
芯
に
、『
叉
資
制
山

と
い
へ
り
。

山
の
本
名
に
し
て
、
織
に
紺
孤
に
冷
水

あ
り
。
難
車
共
外
援
物
多
き
の
み
か
、

一
山
聞
は
い
ふ

に
及
は
ず
近
州
安
見
お
ろ
し
、
般
の
見
お
と
な
り
、

日
色
い
は
ん
方
な
し
。
一
以
も
貸
出
に
し
て
、
内
揃
舗

網
の
日
比
仲
川
と
な
っ
て
、
御
前
は
城
跡
の
北
二
三
町
絞

る
也
。
必
柏
茂
ろ
、
州
政
制
大
帥
m
m引
の
枇
あ
り
。
御

耐
鉢
自
山
宮
な
り
。
此
御
!則
は
悶
山
村
の
領
也
。
椛

現
鍵
等
は
、
十
兵
衛
と
い
ふ
古
き
百
姓
あ
り
て
支
配

す
る
也
。

則
包
は
上
戸
の
光
州
問
山
守
(
向
山
山
寺
〉
也
。

前

中
世
は
阪
凶
の
同
以
氏
也
。
』
と
あ
る
。

ホ
ウ
リ
ヨ
ウ
イ
ン

法
梁
院

大
都
寺
秘
主
第
五

代
前
削
利
訟
の
女

E
姉
、
印
ち
前
削
治
術
夫
人
の
法

鋭
。
詳
し
〈
は
法
帥
棋
院
金
活
妙
剛
大
制
定
尼
。

ホ
ウ
リ
ン
イ
ン

受
林
院
加
賀
山
耐
前
第
五
代
前

回
縦
紀
の
女
m
m
姉
、
印
ち
抽
出
吉
滋
夫
人
の
法
統
。

持
し
〈
は
伐
林
院
花
同
町
即
光
大
妨
。

司
令
。

ホ
ウ
ラ
イ
ジ

安
来
寺
初
名
を
一
耐
政
院
と
い
ひ
、

金制作
古
古
川
に
在
っ
て
、本
山
一献の
山
伏
で
あ
っ
た
。

隊
長
二
年
治
安
均
が
野
附
に
天
凶
宮
を
配
っ
た
に
起

り
、
十
九
年
河
駅
間
小
橋
(
今
片
町
)
遊
に
枇
地
宇
一
賜

は
っ
た
が
、
後
火
災
に
縫
り
、
町
永
十
三
年
今
の
既

に
移
っ
た
と
い
ふ
。
却
に
小
締
官
原
耐
匙
と
い
ふ
も

の
で
あ
ろ
。

ホ
ウ
レ
キ
ギ
ン
ザ
ツ

費
暦
銀
札

〈
一
〉
財
政
信

乏
l
前

mt口
徳
の
時
以
来
加
賀
務
の
財
政
漸
〈
窮
乏

そ
告
げ
た
が
、
出
向
徳
の
延
町
千
二
年
卒
去
後
、
和
島市制
の

貸出川
四
年
間
現
職
に
京
る
凡
そ
九
年
の
聞
に
、
滞
峡
山

大
般
に
品
目
す
る
こ
と
凶
冊
、
製
版
の
山内
を
感
げ

る
こ

と
四
回
で
あ
っ
た
。
是
を
以
て
財
況
全
〈
悲
岱
に
陥

り
、
そ
の
結
m
用
銀
札
の
設
行
そ
見
る
に
来
っ
た
。

。
一
〉
似
札
品
目
行

l
銀
札
摘
出
行
の
こ
と
は
白
隠
一
一
一年
か

ら
脚
静
に
上
り
、
沼
町
政
局
の
術
に
あ
る
老
隠
は
本

多
安
関
守
政
行
・前
回
駿
河
守
孝
昌
回
目
九
郎
友
街
門

普
辿
・村
井
川
日
後
守
長
壁
・
続
山
大
腕
険
建
・
奥
村
主

水
路
振
等
で
あ
っ
た
が
、
初
め
山
用
組
制
間
前
川
源一
h

左
衛
門
直
盤
の
そ
の
設
行
そ
述
賊
し
た
時
に
は
、
政

行
と
キ
回
目
と
の
み
之
を
不
可
と
し
、
話
辿
以
下
は
皆

質
問
し
た
。
凶
っ
て
五
年
二
且
八
日
砕
府
か
ら
一
迎
用

十
王
ヶ
年
の
許
可
を
受
け
、
四
且
十
一泊
日
抽
出
告
し
て
、

七
月
朔
日
か
ら
正
銀
役
停
止
す
る
と
共
に
似
札
吐
波

行
し
、
イ
月
」
I
入
日
に
甲
山
っ
て
本
札
と
川
町
時
間
へ
た
。

こ
の
夜
行
の
目
的
は
、
静
白
財
政
を
揃
織
す
ろ
と
H
h

に
、
諸
士
の
窮
乏
を
救
ふ
に
あ
っ
て
、
務
は
そ
の
設

行
と
同
時
に
諮
士
に
若
干
そ
貸
奥
し
、
向
今
後
三
年

間
に
知
行
百
石
に
狛
す
る
貸
附
額
三
口
目
に
訟
せ
し

め
る
こ
と
を
約
し
た
。

会
一
〉
殻
行
機
関
|
鋭
札
夜
行
の
主
任
は
怨
札
翠
行
又

は
銀
品
目
奉
行
と
い
は
れ
、

貸
出
町
五
年
四
且
十
三
日
御

応
組
問
絹
額
三
郎
兵
衛
努
摂

・
前
問
源
五
左
衛
門
庖

益
・町
府
中
行
時
地
揃
四
郎
幹
宣
が

命
ぜ
ら
れ
、
同
年

七
且
四
日
叉
町
務
行
総

m宇
右
衛
門
堕
定

・
御
先
悶

ホ
ウ
リ
ン
ジ

法
林
寺

能
決
部
制
問
地
に
在
っ
て
、

認
宗
東
一
概
に
臨
す
る
。
も
と
金
様
出
丸
削
に
開
た
語
、

明
治
十
三
年
十

一
月
今
の
加
に
移
っ
た
。

ホ
ウ
リ
ン
ジ

賓
林
寺
珠
洲
制
大
切
に
在
っ
て
、

長
宗
一
取
誠
に
邸
す
る
。

七
四
八


